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▲手芸コーナー

金
沢
の
城
下
町
を
訪
ね
る

▲出張美術館会場 ▲草月流いけばな展

　

昨
年
の
10
月
25
日
、
お
隣
県
・
金
沢

市
内
を
訪
ね
ま
し
た
。
ま
ず
は
兼
六

園
。
人
出
も
多
く
「
ゆ
っ
く
り
」
と
は

い
き
ま
せ
ん
。
何
度
も
訪
ね
て
い
る
の

で
特
に
心
に
留
ま
る
印
象
や
物
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
園
内
の
雪
つ
り
の

準
備
作
業
が
始
ま
っ
て
い
て
、
も
う
す

ぐ
来
る
季
節
を
感
じ
ま
し
た
。

　

次
に
訪
ね
た
の
は
、
園
の
山
側
に
あ

る
成せ
い

巽そ
ん

閣か
く

。
奥
方
の
た
め
兼
六
園
に
建

て
ら
れ
た
建
物
。
ガ
イ
ド
の
説
明
を
聞

き
な
が
ら
、
展
示
さ
れ
て
い
る
奥
方
の

着
た
衣
装
、
細
工
さ
れ
た
障
子
や
腰
板

に
描
か
れ
た
絵
、
庭
の
植
物
、
ガ
ラ
ス

絵
な
ど
、
と
て
も
ス
テ
キ
な
も
の
で
し

た
。
ま
た
、
金
よ
り
高
い
と
さ
れ
た
ラ

ピ
ス
ラ
ズ
リ
（
青
金
石
・
群
青
色
）
を

惜
し
げ
も
な
く
使
っ
た
群
青
間
で
は
豪

華
さ
を
堪
能
し
ま
し
た
。
ま
た
天
井
板

に
は
立
山
杉
を
使
用
し
て
お
り
、
加
賀

藩
の
縁
も
感
じ
ま
し
た
。

　

近
江
町
市
場
で
は
外
国
か
ら
の
人
も

多
く
、
狭
い
市
場
の
通
り
は
人
の
流
れ

に
従
っ
て
歩
く
し
か
な
く
、
品
定
め
も

ま
ま
に
な
り
ま
せ
ん
。
な
め
こ
を
買
う

ぐ
ら
い
が
や
っ
と
。
昼
ご
飯
は
市
場
内

の
す
し
店
を
狙
う
も
、
人
の
多
さ
で
諦

め
海
鮮
丼
の
選
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

長
町
武
家
屋
敷
跡
で
は
特
に
印
象
も

な
く
「
シ
ョ
モ
ナ
」
と
思
っ
て
い
た
ら

名
物
の
お
茶
菓
子
の
店
を
見
つ
け
て
一

直
線
、
「
買
え
て
よ
か
っ
た
」
と
至
福

の
金
沢
で
し
た
。

▲兼六園にて

▲長町の武家屋敷

公民館まつり30年度

▲写真の展示

▲小学生研究発表

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

長
　
田
　
弘
　
子

イ
ベ
ン
ト

10日 そば打ち実演と試食会

11日
抹茶体験教室
ふれあい食堂（豚汁）

参加人数（10・11日） 約500名
作品出品者数 約150名

飯野小学校
会場

（10日）

文化講演会
（講師：造形作家  清河 北斗 氏）
「みえるものとみえないもの」

遊休品即売会

　
「
そ
ろ
そ
ろ
地
域
の
た
め
に
貢
献
し
た
ら
」
と
の
言
葉
に
断

れ
切
れ
ず
引
き
受
け
た
の
が
公
民
館
主
事
。
以
来
主
事
13
年
、

公
民
館
長
6
年
、
公
民
館
活
動
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
間
、
公
民
館
協
力
員
、
委
員
会
の
設
置
な
ど
公
民
館
の
組
織
改
革
を
行

い
、
地
域
が
一
体
と
な
り
活
動
に
取
り
組
む
体
制
を
整
え
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、
だ
れ
も
が
い
つ
で
も
、
学
び
あ
い
、
気
軽
に
集
ま
る
こ
と
の
で
き
る
交

流
の
活
動
拠
点
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

思
え
ば
、
今
で
も
続
い
て
い
る
「
歴
史
と
自
然
に
親
し
む
集
い
」
「
親
子
そ
ば
打

ち
教
室
」
「
ペ
タ
ン
ク
大
会
」
「
新
春
囲
碁
大
会
」
「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」
「
三
世
代

交
流
会
」
「
鮭
の
一
生
を
知
る
た
め
の
自
然
探
検
」
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
」
な

ど
、
新
し
く
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
親
子
で

取
り
組
む
「
し
め
飾
り
教
室
」
「
庄
助
川
や
魚
の
安
ら
ぎ
水
路
、
清
水
め
ぐ
り
、
舟

見
城
な
ど
の
自
然
探
検
」
「
竹
と
ん
ぼ
教
室
」
「
竹
馬
教
室
」
「
星
空
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
」
な
ど
に
も
取
り
組
み
、
今
は
楽
し
い
思
い
出
と
し
て
走
馬
灯
の
よ
う
に
頭
の
中

を
駆
け
巡
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
の
が
飯
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
（
飯

野
公
民
館
）
の
新
築
。
今
は
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
く
ら
し
の
向
上
の
た
め
の
活
動

自
然
と
歴
史
に
親
し
む
集
い

2019年度前期行事予定

6月
紙飛行機教室

園芸ボランティア現地研修

7月 飯野地区敬老会

8月 親子ふるさと自然体験

9月 飯野地区三世代交流会

拠
点
と
し
て
利
用
し
、
価
値
あ
る
施
設

に
育
て
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
就
任
中
「
文
部
科
学
大
臣

表
彰
」
「
ふ
る
さ
と
教
育
と
や
ま

賞
」
「
と
や
ま
環
境
賞
」
の
賞
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

微
力
の
私
で
し
た
が
、
今
ま
で
務

め
ら
れ
た
の
も
関
係
機
関
・
団
体
、

主
事
、
主
事
補
、
管
理
人
、
運
営
委

員
、
協
力
員
そ
し
て
地
域
の
方
々
の

ご
協
力
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
本
当
に
長
い
間
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。



　

標
高
17
・
36
ｍ
の
園
家
山
に
1
等
三
角
点
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
花
こ
う
岩
の
角
石
柱
が
そ
れ
で
す
。　

　

こ
の
1
等
三
角
点
は
1
等
三
角
本
点
と
よ
ば
れ
全
国
で

３
０
０
箇
所
ほ
ど
し
か
な
い
も
の
で
、
山
と
名
の
付
く
三
角

点
で
は
最
も
低
い
も
の
で
す
。
県
内
で
立
山
・
金
剛
堂
山
・

園
家
山
の
3
か
所
な
の
で
す
。

1
等
三
角
点
っ
て
？

　

三
角
点
と
は
地
図
製
作
に
お

け
る
三
角
測
量
に
用
い
る
際

に
、
経
度
、
緯
度
、
標
高
の
基

準
に
な
る
点
の
こ
と
で
す
。

い
つ
設
置
さ
れ
た
の
？

　

園
家
山
1
等
三
角
点
は
明
治

28
年
7
月
30
日
に
最
初
の
設
置

が
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
も
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

何
の
た
め
に
？

　

明
治
9
年
か
ら
大
正

13
年
に
か
け
て
、
日
本

全
国
を
測
量
し
、
5
万

分
の
1
の
地
図
を
作
成

す
る
の
に
設
置
さ
れ
た

も
の
な
の
で
す
。
全
国

を
14
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

け
、
そ
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
囲
む
外
か
く
線
を
特
に
精
密
測
量
し
ま

す
が
、
園
家
1
等
三
角
点
は
、
そ
の
外
か
く
線
の
測
定
の
一
つ

で
、
能
登
の
位
置
を
測
定
す
る
上
に
そ
の
重
要
な
役
割
を
も
っ

た
基
準
点
な
の
で
す
。

▲園家山頂上の石標

入善
→

←芦崎

園家山
キャンプ場

下飯野

日本海

園家山砂丘1等三角点

▲ふれあい食堂・豚汁

▲出張美術館２

▲そば打ち試食会

▲出張美術館１

▲文化講演会・清河北斗さん

▲出張美術館３

公民館まつり
平成30年11月10・11日

飯野の自然と文化を訪ねて
園 家 山 に 1 等 三 角 点 ! !

（
鮭
の
遡
上
・
採
卵
見
学
）

（
ハ
ー
ブ
の
寄
せ
植
え
）
（
ハ
ー
ト
形
の
五
平
餅
も
）

パ
ソ
コ
ン
教
室

親
子
料
理
教
室

飯
野
自
然
探
検

親
子
で
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ

親
子
そ
ば
打
ち

　
　
体
験
教
室

園
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室

　

11
月
13
日
か
ら
4

回
、
エ
ク
セ
ル
の
基
本
操

作
の
講
座
が
開
催
さ
れ
、

「
地
区
の
会
計
担
当
に
」

と
必
要
に
迫
ら
れ
た
人

も
参
加
し
ま
し
た
。

　

苦
労
し
な
が
ら
、
入

力
や
表
に
取
り
組
み
、

初
め
て
の
人
は
、
「
使
っ

て
慣
れ
て
い
く
」
と
、
今

後
の
き
っ
か
け
に
な
り

ま
し
た
。

　

12
月
16
日
、
小
学
生

18
名
、
保
護
者
13
名
の

参
加
で
、
五
平
餅
づ
く
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

飯
野
地
区
食
生
活
改

善
委
員
9
名
の
指
導
に

よ
り
、
ご
は
ん
か
ら
五
平

餅
に
、
中
に
は
ハ
ー
ト
形

も
。
自
作
の
ク
ル
ミ
だ
れ

を
塗
っ
て
焼
き
、
デ
ザ
ー

ト
の
「
豆
乳
杏
仁
豆
腐
」

も
好
評
で
し
た
。

　

11
月
8
日
に
、
飯
野
小

学
校
5
年
生
42
名
が
、
黒

部
川
内
水
面
漁
業
協
同

組
合
の
鮭
簗
場
で
、
鮭
の

遡
上
と
捕
獲
す
る
様
子
を

見
学
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
採
卵
と
受
精

卵
を
作
る
作
業
を
見
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
鮭
の
生

態
や
、
大
自
然
の
営
み
を

知
る
機
会
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。

　

10
月
21
日
、
飯
野
・
入

善
小
学
校
合
同
で
37
名
が

参
加
し
、
笹
島
裕
子
先
生

の
作
成
し
た
、鳥
・
虫
・
植

物
の
写
真
入
り
テ
キ
ス
ト

を
手
に
、
黒
部
川
河
口
、

吉
田
川
、Ｙ
Ｋ
Ｋ
貯
水
池

を
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
コ
ー
プ

を
使
い
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ

ン
グ
。
ま
た
テ
キ
ス
ト
と

見
比
べ
な
が
ら
植
物
や
取

虫
も
同
時
に
観
察
。
河
口

で
は
、熟
し
て
い
な
い
グ
ミ

の
渋
さ
も
実
感
。
自
然
に

触
れ
合
う
一
日
で
し
た
。

　

12
月
2
日
、
講
師
に

嶋
田
斉
さ
ん
を
迎
え
、

飯
野
そ
ば
友
の
会
の
協

力
の
も
と
、
41
名
の
親
子

が
、
熱
心
に
そ
ば
打
ち
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

と
て
も
上
手
に
出
来

た
と
思
い
ま
す
。
打
ち
た

て
ホ
ヤ
ホ
ヤ
の
そ
ば
を
み

ん
な
で
、
美
味
し
く
い
た

だ
き
、
大
満
足
の
体
験
で

し
た
。

　

最
近
、
注
目
さ
れ
て
い

る
ハ
ー
ブ
。
11
月
7
日
22

名
が
参
加
し
、
婦
中
町

で
ハ
ー
ブ
園
・
富
夢
創
野

（
ト
ム
ソ
ー
ヤ
）
を
経
営

さ
れ
て
い
る
有
澤
久
志
さ

ん
を
講
師
に
、
ハ
ー
ブ
の

種
類
、
効
能
、
育
て
方
を

学
ぶ
寄
せ
植
え
教
室
が
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

み
ん
な
知
識
の
習
得

と
、
出
来
ば
え
に
満
足

で
す
。

四
季
い
ろ
い
ろ

30年度
入善町所有美術品
出張美術館 in 飯野
  作品・作者一覧

「時の流れ」
 —沢杉とじょうべのま—
　　　　　　　安達　博文

幻想の劇場　　大島　秀信

湖山
<幻涵・COSMOHALL>
　　　　　　　金守世士夫

秋祭り　　　　鶴谷　　登

入善町沢すぎ　長㟢　莫人

入善の詩　　　野上　祇麿

舟見の七夕　　林　　清納

五大（地水火風空）
 —舟見山から見た散居村—
　　　　　　　伏木　澄夫

吉原えびす祭り
　　　　　　　古川　通泰

里の祭り　　　古川　通泰

源—下山第2発電所
　　　　　　　松倉　唯司

笹川の三山
笹川諏訪神社前で写生
　　　　　　　長㟢　莫人

朝日町から笹川の山
（笹川の三山）
　　　　　　　長㟢　莫人

墓ノ木公園　森の秋
　　　　　　　長㟢　莫人

黒部川　河川敷　冬の樹　
墓ノ木公園
　　　　　　　長㟢　莫人

◆前田常作氏による
　マンダラ作品

青シリーズ青蓮図

瞑想マンダラ図シリーズ
湧水シリーズ立山神

十三寺観音マンダラ

◆長㟢莫人氏による
　黒部峡谷の作品

V字峡

S字峡

内蔵之助谷（黒部峡）

ふれあい・イベント


